
身障協会事務局通信〔第３５０号〕 

                                      令和７年１１月２８日 

１ 本会及び婦人の会表彰委員会の決定事項について 

11 月 7 日、県福祉農業会館において、両会長・副会長および各地域ブロック長が出席し、合同で表彰委

員会を開催しました。 

はじめに、岡本会長は「令和 7年度県福祉大会の開催にあたり、日頃よりご尽力いただいている役員の皆 

様に心より感謝申し上げます。皆様のご協力により、福祉向上と共生社会の実現に向けた取り組みが着実に 

前進しており、当協会の強さと絆を育む力になっていると感じております」と述べました。 

 ⑴ 第７４回岐阜県身体障害者福祉大会の進行、役割分担及び決議事項について 

      １２：００  受   付 

   １３：００  開会の言葉  安藤秀章副会長 

          会 長 挨 拶  岡本敏美本会会長、三輪幸子婦人の会会長 

          歓迎の言葉  主催地挨拶 下呂市長 

          表   彰  優秀支部、役員、援護功労、自立更生、婦人の会会長 

          来 賓 祝 辞  岐阜県知事、国会議員、県議会議員 

   １３：５５  議   事  

          議長団選出  山下飛騨ブロック長、吉川房江婦人の会副会長 

          提 案 説 明 

           要 望 ①  「おもいやり駐車場利用証」の申請受付を当協会でも実施できるよう、 

                  検討を求める。 （下呂市支部：丹羽 正幸） 

           要 望 ②   当協会の安定的・継続的な活動のため、県に財政支援の強化を求める。 

                                （高山市支部：谷口 達朗） 

          宣言案審議  朗読：五十川副会長 

   １４：２０  アトラクション  「下呂温泉龍神太鼓」 

   １５：００  閉会の言葉  東濃ブロック（次回開催地） 

 ⑵ 宣言（案）について（原案を一部訂正・集約し次のとおり） 

   本日、県下各地から多くの仲間がここ下呂市に集い、第７４回岐阜県身体障害者福祉大会を開催できる 

ことを、心から喜び、誇りに思います。 

   本県では平成２８年に「障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」が制定され、誰もが 

安心して暮らせる共生社会の実現を目指しています。 

この条例に基づき、障がい者団体には、障がいのある方への理解を広め、共生社会づくりに協力する役 

割が求められています。 

   私たち岐阜県身体障害者福祉協会は、この理念のもと、障がいのあるなしに関わらず互いに支え合える 

社会を目指し活動を続けています。「ヘルプマーク」の普及を通じ、外見からは分からない支援の必要性 

への理解を広げてきました。 

   しかし、協会を取り巻く状況は厳しく、会員数の減少に加え、会員の高齢化も大きな課題となっていま 

す。それでも私たちは、困難に屈することなく、障がいのある人もない人も分け隔てなく共に暮らせる社 

会の実現に向け、力強く歩み続けます。 

   令和６年４月には改正障害者差別解消法が全面施行され、事業者にも「合理的配慮の提供」が義務付け 

られました。国や自治体も、誰もが地域で学び、働き、暮らせる社会の実現をさらに進めています。 

   私たちはこれからも、行政や地域の企業・団体と手を携え、共生社会の輪を広げ、未来へつなげていく 

ことを誓い、本大会の宣言とします。  

 ⑶ 支部長・県役員の取扱い（案）について 

   本会では、組織運営の強化と各支部の意見反映を目的に、支部長および県役員（理事・評議員）の推薦・ 

選任方法について協議しました。 

   支部長は地域の活動を統括し、県への意見集約を担うことを確認しました。 

県役員は原則として支部長が兼ねますが、高齢化や移動困難などの場合には、支部内協議のうえ適任者 

を推薦できる柔軟な仕組みとすることで意見が一致しました。３月の理事会・評議員会に議案として上程 



する予定です。 

   また、将来の担い手確保に向け、支部での人材育成や本会による研修の充実を進めていく必要性を確認 

しました。 

２ 障害者週間展示のご案内  

  障害者福祉への関心と理解を深め、障害者が社会のあらゆる活動に積極的に参加する意欲を高めること 

 を目的とした「障害者週間」の告知を兼ねた作品展を開催します。 

期 間 ： 令和７年１２月２日（火）～２３日（火） 

場 所 ： ぎふ清流文化プラザ（岐阜市学園町３－４２） 

内 容 ： ふれあい福祉フェアにおいて人気投票で多くのメッセージをいただいた作品の展示 

３ スポーツ事業のご案内 

◆全国障害者スポーツ大会 

  第２４回全国障害者スポーツ大会｢わた SHIGA輝く障スポ 2025｣岐阜県代表選手競技結果(身障選手のみ) 

大会期間 : 令和７年１０月２５日(土)～１０月２７日(月)    ［☆＝大会新記録］ 

陸上競技  永 江 智 武  １００ｍ   ２位  ソフトボール投   １位 

         吉 安 富 男  立幅跳    ３位  ソフトボール投   ２位 

         和 田 美津子  立幅跳    １位  ジャベリックスロー １位 

岡 田 嵩 英  ５０ｍ    ２位  立幅跳       １位 

小 椋 智 子  砲丸投    １位  ジャベリックスロー １位 

近 藤 響 子  砲丸投    １位  ソフトボール投   １位 

水泳競技  後 藤 比斗司  ２５ｍ平泳ぎ １位  ２５ｍ自由形    ２位 

         古 山 沙奈美  ２５ｍ自由形 １位☆ ２５ｍバタフライ  １位☆ 

アーチェリー競技 

亀 山 康 裕  コンパウンド３０ｍ  ダブルラウンド ４位 

卓球競技  中 嶽 樹希亜  一般卓球 棄権 

金 田 舞 瑠  一般卓球 １位 

         増 井 貴久美  サウンドテーブルテニス ３位 

フライングディスク競技 

川 口 典 子  アキュラシー５ｍ ５位  ディスタンス座位 ２位 

篠 田 清 孝  アキュラシー５ｍ ２位  ディスタンス立位 ２位 

平 松   薫  アキュラシー５ｍ ５位  ディスタンス座位 ４位 

ボッチャ競技 

間 野 春 紀  ボッチャ ３位 

中垣内   健  ボッチャ ３位          ＜順不同・敬称略＞ 

※岐阜県選手団･･･金１６個、銀１６個、銅９個 合計４１個メダルを獲得（知的を含む） 

＜ご不明な点や資料請求は、障害者スポーツ協会（電話 058-201-1568）まで＞ 

４ 今後の主な日程について（１２月、１月） 

 

問い合わせ先  一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 〒500-8385 岐阜市下奈良 2-2-1 県福祉会館５階 

申し込み先  Tel 058-201-1543  Fax 058-273-9308  E-mail gisinsyou@human-i-land.com 

12月 2日(火) 巡回相談(整形外科)13:30～ 美濃加茂市：美濃加茂市総合福祉会館 

7日(日) 第 3回青壮年部委員会 岐  阜  市：県福祉・農業会館 

9日(火) 障害者週間に係る街頭啓発 岐阜県下全域 

10日(水) 巡回相談(整形外科)13:30～ 可  児  市：可児市福祉センター 

13日(土) 第 74回岐阜県身体障害者福祉大会 下  呂  市：下呂交流会館 

17日(水) 巡回相談(整形外科)10:00～ 大  垣  市：中川ふれあいセンター 

26日(金) 仕 事 納 め  

1月 5日(月) 仕 事 始 め  


